
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  神奈川県身体障害者連合会会報 

 

 

発 行 (公財)神奈川県身体障害者連合会 

     会 長 戸井田 愛 子 

      〒221-0844 

      横浜市神奈川区沢渡4-2 

      電話 045-311-8736 FAX 045-316-6860 

編 集 ｢身障かながわ｣編集委員会 

      編集委員長 新 井 修 身 

印 刷 有限会社 横浜綜合印刷 

 
□県身連高尾山事業報告････････････････････① 
□全国障害者スポーツ大会派遣選手決定･･････② 
□平塚市身障協会の主な活動････････････････③ 
□相模原市難聴者協会・土の会活動内容･･････③ 
□第11回神奈川県障害者文化・芸術祭案内････④ 
 

 
□由比ヶ浜から極楽寺･････････････････････⑤ 
□私の一日のスタート･････････････････････⑤ 
□私とスポーツ･･･････････････････････････⑥ 
□県身連事業予定（１０月～１月）･････････⑥ 
□編集室から･････････････････････････････⑥ 
 

に
乗
車
、
十
三
時
三
十
分
に
は
全
て
の
参

加
者
が
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
の
下
山
が
完
了

し
ま
し
た
。 

下
山
後
、
三
十
分
程
度
お
土
産
な
ど
を

購
入
す
る
時
間
を
設
け
、
十
四
時
に
駐
車

場
へ
移
動
し
、
参
加
者
が
全
員
乗
車
し
た

バ
ス
か
ら
順
に
各
ル
ー
ト
で
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。 

昨
年
度
に
比
べ
、
人
数
が
大
幅
に
減
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル

も
な
く
、
参
加
者
が
楽
し
く
登
山
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
来
年
度
も
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 今

回
の
登
山
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
、
看
護
師
、
手
話
通
訳
の
皆
様
に
は
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

(1) 第148号            身 障 か な が わ       令和元年 10月 15日 

が
出
来
た
の
で
良
か
っ
た
と
思
い
ま

し
た
。 

今
回
も
山
頂
ま
で
は
登
ら
ず
に
、

途
中
の
薬
王
院
の
本
堂
で
折
り
返

し
、
十
三
時
三
十
分
に
高
尾
山
駅
近

く
の
広
場
に
集
合
す
る
ル
ー
ト
で
実

施
し
ま
し
た
。
前
日
ま
で
の
雨
で
足

場
が
悪
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が

、
怪
我
を
す
る
方
が
い
な
く
て
よ
か

っ
た
で
す
。
し
か
し
、
ル
ー
ト
の
途

中
に
は
坂
が
急
な
場
所
や
階
段
が
あ

る
た
め
、
登
山
の
際
の
誘
導
や
付
添

な
ど
、
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
に
な
る
場

面
が
多
く
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

終
了
間
際
に
雨
が
降
っ
て
き
た

た
め
、
早
め
に
下
山
す
る
よ
う
予
定

を
変
更
し
、
点
呼
が
確
認
で
き
た
市

町
村
団
体
か
ら
順
に
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー 

              

高
尾
山
事
業
報
告 

県
身
連 

浅
野

あ

さ

の 

宏
次

ひ
ろ
つ
ぐ 

 

今
年
度
の
高
尾
山
登
山
は
、
七
月
十
一 

日
（
木
）
に
実
施
、
十
五
の
市
町
村
か
ら

計
八
十
五
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。
今

回
は
、
前
日
ま
で
雨
の
予
報
で
あ
っ
た
た

め
、
当
日
の
天
候
で
実
施
の
判
断
を
す
る

こ
と
に
な
り
、
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
不
安
で
し
た
が
、
朝
に
な
る
と
晴
れ
間

も
見
え
て
い
た
の
で
予
定
通
り
実
施
し
ま

し
た
。 

当
日
は
、
バ
ス
三
台
で
各
号
車
ご
と
に

参
加
者
を
乗
せ
出
発
し
、
全
て
の
バ
ス
が

高
尾
山
自
動
車
祈
祷
殿
駐
車
場
に
、
集
合

予
定
時
刻
よ
り
も
十
分
ほ
ど
早
く
到
着

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

全
て
の
参
加
者
が
集
合
し
、
十
時
三
十 

分
か
ら
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
、
そ
こ

か
ら
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
清
滝
駅
ま
で
徒
歩

で
向
か
い
、
臨
時
便
含
め
二
回
に
分
か
れ

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
に
乗
車
し
ま
し
た
。
今
回

は
高
尾
山
駅
に
全
員
登
る
の
を
待
つ
の
で

は
な
く
、
到
着
し
た
方
か
ら
順
に
登
山
を

開
始
し
た
た
め
、
最
初
に
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

に
乗
っ
た
参
加
者
の
待
つ
時
間
が
減
っ
た

こ
と
で
、
各
自
自
分
の
ペ
ー
ス
で
登
山 

   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 第148号             身 障 か な が わ        令和元年 10月 15日 

第１９回全国障害者スポーツ大会 
「いきいき茨城ゆめ大会」派遣選手決まる！ 

《神奈川県選手団》 
○身体障害者競技選手                         ○知的障害者競技選手 
【陸上競技】                             【陸上競技】 
名 前（フリガナ） 市町村 区 分  名前（フリガナ） 市町村 
坂 田  け ん じ  ウ ィ ル ソ ン （ サ カ タ  ケ ン ジ  ウ ィ ル ソ ン ） 伊勢原 肢 体  田 中 義 信（タナカ ヨシノブ） 秦 野 
柏 﨑 嘉 則（カシワザキ ヨシノリ） 横須賀 肢 体  山 田 優 喜（ヤマダ ユウキ） 平 塚 
笹 原 幸 英（ササハラ ユキヒデ） 伊勢原 肢 体  東海林  昇 （トウカイリン ノボル） 秦 野 
篠 田  力 （シノダ リキ） 横須賀 肢 体  古 谷  悟 （フルヤ サトル） 小田原 
大久保 裕 康（オオクボ ヒロヤス） 座 間 聴 覚  柿 本 空 斗（カキモト クウト） 大 和 
髙 橋 光 義（タカハシ ミツヨシ） 平 塚 聴 覚  関 原 冬 真（セキハラ トウマ） 伊勢原 
佐々木 知亜紀（ササキ チアキ） 真 鶴 肢 体  上 田 準 也（ウエダ ジュンヤ） 小田原 
宮 野 章 子（ミヤノ アキコ） 横須賀 肢 体  石 川  蓮 （イシカワ レン） 秦 野 
遠 藤 麻衣子（エンドウ マイコ） 秦 野 肢 体  矢 島 一 也（ヤジマ カズヤ） 南足柄 
久 野 陽 子（ヒサノ ヨウコ） 寒 川 視 覚  池 端 優 衣（イケハタ ユイ） 平 塚 
柴 田 恵美子（シバタ エミコ） 厚 木 視 覚  塩 嶋 紗 南（シオジマ サナ） 湯河原 
    畑 木 美 乃（ハタキ ヨシノ） 藤 沢 

【水泳競技】                             【水泳競技】 
名 前（フリガナ） 市町村 区分  名前（フリガナ） 市町村 
伊佐治 正 幸（イサジ マサユキ） 藤 沢 聴 覚  早 川 雅 人（ハヤカワ マサト） 秦 野 
鈴 木 大 翔（スズキ ヒロト） 横須賀 肢 体  佐々木 雅 広（ササキ マサヒロ） 鎌 倉 
豊 田 澄 子（トヨダ スミコ） 藤 沢 視 覚  小 島 雪 乃（コジマ ユキノ） 秦 野 
    宮 﨑 優 香（ミヤザキ ユウカ） 横須賀 

【卓球競技】                                  【卓球競技】 
名 前（フリガナ） 市町村 区分  名前（フリガナ） 市町村 
古 谷  要 （フルヤ カナメ） 秦 野 肢 体  井 上 雄 輔（イノウエ ユウスケ） 横須賀 
桐 戸 賢 二（キリト ケンジ） 大 和 肢 体  柴 田  司 （シバタ ツカサ） 厚 木 
角 田 セ ツ（ツノダ セツ） 藤 沢 肢 体  谷  彩 雪（タニ サユキ） 寒 川 

【フライングディスク競技】                           【フライングディスク競技】 
名 前（フリガナ） 市町村 区分  名前（フリガナ） 市町村 
井 下 昭 二（イノシタ ショウジ） 秦 野 肢 体  福 村  翼 （フクムラ ツバサ） 座 間 
渋 谷 貴 志（シブヤ タカシ） 寒 川 肢 体  斎 藤 光 平（サイトウ コウヘイ） 寒 川 
狩 野 文 男（カリノ フミオ） 横須賀 聴 覚  山 崎 若 菜（ヤマサキ ワカナ） 茅ヶ崎 
古 川 久 子（フルカワ ヒサコ） 寒 川 肢 体  木 戸 郁 穂（キド イクホ） 山 北 
結 束 すみ子（ケッソク スミコ） 伊勢原 聴 覚    

【アーチェリー競技】                              【ボウリング競技】 
名 前（フリガナ） 市町村 区分  名前（フリガナ） 市町村 
小 渕 和 宏（オブチ カズヒロ） 厚 木 肢 体  落 合 祐 樹（オチアイ ユウキ） 藤 沢 
山 崎 千 里（ヤマザキ チサト） 大 和 肢 体  金 野  樹 （キンノ タツキ） 藤 沢 
    渡 邊 清 美（ワタナベ キヨミ） 藤 沢 
    堀 越 よし子（ホリコシ ヨシコ） 伊勢原 

○精神障害者競技選手 
【卓球競技】  
名 前（フリガナ） 市町村 
金 田 哲 治（カネダ テツハル） 藤 沢 
樋 口 博 子（ヒグチ ヒロコ） 海老名 

 
【団体競技 知的女子バスケットボール】 ※〈 〉内は市町村名 
狩野 愛捺（カノウ アイナ）〈大和〉 白井 愛美（シライ マナミ）〈相模原〉 岸 カイラ（キシ カイラ）〈平塚〉 
篠田 佳南（シノダ カナ）〈横浜〉 髙木 舞子（タカギ マイコ）〈茅ヶ崎〉 井上 春実（イノウエ ハルミ）〈横浜〉 
八木 香菜子（ヤギ カナコ）〈横浜〉 阿部 奈々美（アベ ナナミ）〈茅ヶ崎〉 杉浦 キララ（スギウラ キララ）〈横浜〉 
田中 泰葉（タナカ ヤスハ）〈大磯〉 佐川 美奈（サガワ ミナ）〈横浜〉 白川原 飛鳥（シラカワハラ アスカ）〈横浜〉 

 
《相模原市選手団》 
○身体障害者競技選手                    ○知的障害者競技選手 
【陸上競技】                        【陸上競技】 
名 前（フリガナ） 区 分  名前（フリガナ） 名前（フリガナ） 
簑 島 昴 佑（ミノシマ コウスケ） 視 覚  佐 藤 友 愉（サトウ ユウユ） 田 島 彩 花（タジマ アヤカ） 
横 山 王 基（ヨコヤマ オウキ） 肢 体  横 谷 好 彦（ヨコヤ ヨシヒコ） 小 沼 凌 雅（オヌマ リョウガ） 
石 井 晴 彦（イシイ ハルヒコ） 肢 体  松 井 拓 也（マツイ タクヤ） 池 田 悠 実（イケダ ユミ） 
久 保 加代子（クボ カヨコ） 肢 体  鬼 澤  翔 （オニサワ カケル）  
葭 岡 博 司（ヨシオカ ヒロシ） 聴 覚    

【水泳競技】                        【水泳競技】 
名 前（フリガナ） 区 分  名前（フリガナ） 名前（フリガナ） 
大 貫 哲 弥（オオヌキ テツヤ） 肢 体  塗 木 愛弓華（ヌルキ アユカ） 田 中 達 哉（タナカ タツヤ） 

【卓球競技】                        【卓球競技】 
名 前（フリガナ） 区 分  名前（フリガナ）  
大 西 颯 真（オオニシ ソウマ） 肢 体  後 藤 真 人（ゴトウ マサト）  
千 葉 伊津子（チバ イツコ） 肢 体    

【フライングディスク競技】                 【フライングディスク競技】 
名 前（フリガナ） 区 分  名前（フリガナ）  
熱 田 辰 雄（アツタ タツオ） 肢 体  柘植野 凌也（ツゲノ リョウヤ）  
出 口 忠 則（イデグチ タダノリ） 聴 覚    
和 田 路 代（ワダ ミチヨ） 視 覚    

【アーチェリー競技】                    【ボウリング競技】 

名 前（フリガナ） 区 分  名前（フリガナ）  
西 村 芳 健（ニシムラ ヨシタケ） 肢 体  菱 川 志 弥（ヒシカワ モトヤ）  

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 第148号              身 障 か な が わ          令和元年 10月 15日 

平
塚
市
身
体
障
害
者 

福
祉
協
会
の
主
な
活
動 

平
塚
市 

相
原

あ
い
は
ら 

貞 さ
だ

雄 お 

平
塚
市
肢
体
障
害
者
福
祉
協
会
（
平
肢

協
）
は
、
昭
和
29
年
11
月
に
設
立
し
今

年
で
65
年
目
と
な
り
ま
す
。平
塚
市
内
在

住
の
上
肢
・
下
肢
及
び
体
幹
障
害
者
を
対

象
に
会
員
を
募
集
し
、
社
会
参
加
に
必
要

な
活
動
や
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
た 

 
 
 

め
活
動
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は

、
研
修
会
の
開
催
、
手
芸
・
料
理
教

室
の
教
養
活
動
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
参
加
、
福
祉
会
館
ま
つ
り
で

模
擬
店
に
出
店
し
社
会
参
加
に
必

要
な
活
動
を
身
に
付
け
、
歩
行
訓
練

会
や
バ
ス
旅
行
で
、
会
員
相
互
の
親

睦
を
図
り
、
月
例
会
や
会
報
「
平
肢 

協
だ
よ
り
」
を
隔
月
発
行
し
会
員
相
互
の

情
報
を
共
有
化
し
て
い
ま
す
。 

障
害
者
と
な
っ
た
本
人
が
家
の
中
に
閉
じ

こ
も
る
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
本
人
や

家
族
に
外
出
の
機
会
を
つ
く
る
と
共
に
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
と
、

障
害
者
自
身
が
協
会
を
運
営
し
て
い
ま

す
。
協
会
内
に
は
女
性
部
、
青
年
部
、
文

化
事
業
班
等
各
部
が
事
業
展
開
す
る
も

の
と
、
協
会
自
体
で
行
事
を
開
催
す
る 

市町村のページ 

も
の
が
あ
り
、
毎
週
、
何
か
し
ら
の
行
事

を
福
祉
会
館
を
会
場
と
し
て
行
っ
て
お
り

ま
す
。 

来
年
、
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
各
地
で
盛
ん
に
競
技
を
紹
介

し
て
い
ま
す
が
、
当
協
会
も
い
ち
早
く
ボ

ッ
チ
ャ
競
技
を
体
験
し
ま
し
た
。
昨
年
、

平
塚
市
に
ボ
ッ
チ
ャ
競
技
体
験
と
ル
ー
ル

説
明
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
用

具
を
平
塚
市
か
ら
貸
出
し
し
て
頂
き
、
協

会
で
ボ
ッ
チ
ャ
競
技
体
験
会
を
実
施
し
ま

し
た
。 

会
員
か
ら
定
期
開
催
を
望
む
声
を
た

く
さ
ん
頂
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
、
競
技

者
も
審
判
者
も
不
慣
れ
の
た
め
ま
ご
つ
く

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
障
害
者
本
人
だ

け
で
な
く
、
家
族
も
一
緒
に
な
っ
て
時
を

忘
れ
競
技
に
夢
中
に
な
れ
ま
し
た
。
次
回

も
機
会
を
作
っ
て
ボ
ッ
チ
ャ
競
技
会
を
続

け
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

   
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

相
模
原
市
難
聴
者
協
会
・
土
の
会 

相
模
原
市 

小
山

こ

や

ま 

幸
子

さ

ち

こ 

私
の
住
む
相
模
原
に
は
ま
だ
ま
だ
自
然

が
多
く
あ
り
、
相
模
川
へ
向
か
う
坂
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
が
、
し
ろ
坂

、
滝
坂
、
山
王
坂
、
狸
坂
等
、
又
富
士
山

噴
火
に
よ
り
発
生
し
た
大
規
模
な
火
山

泥
流
の
堆
積
物
（
断
層
）
を
見
る
事
も
出

来
ま
す
。 

一
月
、
八
幡
神
宮
境
内
で
行
わ
れ
る
「

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
」
の
「
的
祭
」

と
相
模
川
上
を
泳
ぐ
一
二
〇
〇
匹
の
鯉

の
ぼ
り
、
花
火
大
会
等
楽
し
い
行
事
も
沢

山
あ
り
ま
す
。
新
し
い
住
宅
が
増
え
る
半

面
古
い
行
事
も
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

相
模
川
ふ
れ
あ
い
科
学
館
で
は
、
上
流
か

ら
下
流
の
流
れ
に
沿
っ
て
住
む
魚
を
見
る

事
が
出
来
ま
す
。 

私
自
身
聴
力
低
下
と
共
に
何
か
出
来

る
事
を
考
え
ま
し
た
。
こ
れ
な
ら
出
来
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
今
か
ら
二
〇
年

前
「
日
本
手
話
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
」
に
入
会

し
相
模
原
で
は
た
だ
一
つ
の
手
話
ダ
ン
ス

サ
ー
ク
ル
「
花
言
葉
」
を
創
り
ま
し
た
。

勿
論
一
人
で
は
出
来
ま
せ
ん
。
聞
こ
え
る

方
達
の
協
力
も
、
指
導
し
て
く
だ
さ
る
先

生
も
居
て
く
だ
さ
り
ス
ム
ー
ズ
に
立
ち
上

げ
る
事
が
出
来
ま 

 

生
も
居
て
く
だ
さ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
立
ち

上
が
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
本
部
は
川
崎

に
あ
り
、
代
表
の
西
沢
佑
さ
ん
は
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
の
指
導
者
で
す
が
、
聞
こ
え
な
く

と
も
楽
し
め
る
事
は
何
か
と
考
え
て
い
る

時
に
偶
然
テ
レ
ビ
に
映
っ
て
い
る
、
歌
手

の
坂
本
九
氏
が
手
話
を
使
い
な
が
ら
歌
っ

て
い
る
姿
を
見
て
「
こ
れ
だ
！
」
と
側
行

動
を
起
こ
し
ま
し
た
。 

曖
昧
だ
っ
た
手
話
を
基
礎
か
ら
勉
強
さ
れ

て
、
歌
詞
を
手
話
表
現
に
変
え
て
聞
こ
え

な
い
方
達
に
通
じ
る
か
を
確
認
さ
れ
て
か

ら
、
会
員
に
指
導
始
め
、
会
員
は
全
国
に

一
○
○
○
人
位
で
す
。 

本
部
、
神
奈
川
交
流
会
や
障
害
者
施

設
、
高
齢
者
施
設
等
で
一
緒
に
楽
し
ま
せ

て
頂
い
て
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
運
動
を
兼

ね
て
楽
し
く
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 第148号             身 障 か な が わ      令和元年 10月 15日 

 
第
十
一
回
神
奈
川
県
障
害
者 

文
化
・
芸
術
祭 

 

今
年
度
の
文
化
・
芸
術
祭
は
、
十
二
月
十

四
日
～
十
五
日
に
か
け
て
、
厚
木
市
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。 

こ
の
文
化
・
芸
術
祭
は
、
障
害
者
が
地
域

で
活
動
し
て
い
る
音
楽
・
ダ
ン
ス
な
ど
の
発

表
と
書
道
・
写
真
・
絵
画
・
手
芸
な
ど
の
展

示
を
し
て
い
ま
す
。 

日
ご
ろ
か
ら
活
動
し
て
い
る
障
害
者
の

文
化
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、是
非
皆
さ
ん
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。 

【
会 

場
】 

厚
木
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
ホ
ー
ル
） 

厚
木
市
中
町
一―

四―

一 

【
ア
ク
セ
ス
】 

 

小
田
急
線
「
本
厚
木
駅
」
東
口
改
札
か
ら

徒
歩
約
五
分
。
駐
車
場
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

※
入
場
は
無
料
で
す 

【
日 

時
】 

十
二
月
十
四
日
（
土
） 

 
 
 
 

十
時
か
ら
十
六
時
《
展
示
会
》 

十
二
月
十
五
日
（
日
） 

 
 
 
 

十
時
か
ら
十
五
時
《
展
示
会
》 

 
 
 

十
三
時
か
ら
十
六
時
《
発
表
会
》 

 

 
 
 
 

  
 

 

出
演
・
出
展
に
関
す
る
問
合
せ
は
、 

神
奈
川
県
障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 

《
推
進
セ
ン
タ
ー
事
務
局
》 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
四
五 

三
一
一 

八
七
四
四 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
五 

三
一
六 

六
八
六
〇 

 第
十
三
回
神
奈
川
県
障
害
者 

ス
ポ
ー
ツ
大
会
卓
球
競
技
会 

 

例
年
６
月
に
実
施
し
て
ま
し
た
、
卓
球

競
技
会
で
す
が
、
今
年
度
よ
り
開
催
が
一

月
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
二
〇
二
〇
年

一
月
二
六
日
に
シ
ン
コ
ー
ス
ポ
ー
ツ
寒
川

ア
リ
ー
ナ
に
て
開
催
し
ま
す
。 

 

来
年
、
鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
、
第

二
〇
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
予

選
会
も
兼
ね
て
お
り
ま
す
。 

 

皆
様
の
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
参

加
申
込
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、各

市
町
村
障
害
福
祉
主
管
課
が
申
込
窓
口
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

 

【
会 

場
】 

シ
ン
コ
ー
ス
ポ
ー
ツ
寒
川
ア
リ
ー
ナ 

寒
川
町
宮
山
二
七
五
番
地 

 

 

障
害
者
権
利
条
約
講
演
会 

今
年
度
も
開
催
！ 

 

社
会
参
加
推
進
協
議
会
普
及
啓
発
部
会

で
は
、
障
害
関
係
者
並
び
に
一
般
県
民
に

対
し
て
、
障
害
の
普
及
啓
発
・
理
解
促
進
を

図
る
た
め
に
、
毎
年
講
演
会
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。 

令
和
元
年
度
障
害
者
権
利
条
約
講
演
会

は
、
来
年
二
月
十
九
日
（
水
）
に
伊
勢
原
市

市
民
文
化
会
館
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
今

年
二
月
二
〇
日
（
水
）
に
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー

ル
座
間
に
て
開
催
し
た
講
演
会
で
は
、
約

百
五
十
名
の
方
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。
障

害
当
事
者
の
生
の
声
を
聞
い
て
、「
と
て
も

勉
強
に
な
っ
た
。
」「
障
害
の
あ
る
人
の
気

持
ち
を
聞
け
て
良
か
っ
た
」
な
ど
、
好
意
的

な
意
見
が
多
く
挙
が
り
、
充
実
し
た
講
演

会
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

平
成
二
十
六
年
一
月
に
「
障
害
者
権
利

条
約
」が
締
結
さ
れ
て
か
ら
五
年
が
経
ち
ま

し
た
が
、未
だ
認
知
度
が
低
い
現
状
が
あ
り

ま
す
。
今
後
の
障
害
に
対
す
る
理
解
・
啓
発

を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
た
め
に
実
施
し
ま

す
の
で
、皆
様
ぜ
ひ
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。 

 

 

【
開
催
日
時
】 

令
和
二
年 

二
月
十
九
日
（
水
） 

十
二
時
三
十
分
か
ら
十
六
時
（
予
定
） 

【
内 

 

容
】 

（
第
一
部
） 

講
演
会 

み
な
と
横
浜
法
律
事
務
所 

弁
護
士 

内
嶋 

順
一 

氏 

 

（
第
二
部
） 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

【
会 

 

場
】 

 

伊
勢
原
市
民
文
化
会
館 

 
 

伊
勢
原
市
田
中
三
四
八
番
地 

【
ア
ク
セ
ス
】 

 

小
田
急
線
「
伊
勢
原
駅
」
よ
り 

徒
歩
十
三
分
。 

 

※
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、近
く
の
施
設

と
共
有
す
る
形
に
な
り
ま
す
。混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、公
共
交
通
機
関
を
利

用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

《
お
問
い
合
わ
せ
》 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
〇
四
五 

三
一
一 

八
七
四
四 

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
〇
四
五 

三
一
六 

六
八
六
〇 

 

※
今
後
、チ
ラ
シ
や
Ｈ
Ｐ
で
周
知
を
進

め
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、そ
ち
ら
か
ら

お
申
込
み
く
だ
さ
い 

県
身
連
事
業
案
内 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 第148号              身 障 か な が わ       令和元年 10月 15日 

 

由
比
ヶ
浜
か
ら
極
楽
寺 

鎌
倉
市 

中
山

な
か
や
ま 

美
穂
子

み

ほ

こ 

鎌
倉
は
海
あ
り
山
あ
り
と
景
観
に
恵
ま

れ
た
街
、
由
比
ヶ
浜
か
ら
極
楽
寺
へ
の
道

も
一
時
間
程
の
行
程
に
、
海
や
お
寺
が
あ

り
、
そ
し
て
江
ノ
電
が
楽
し
め
る
私
の
好

き
な
散
歩
道
で
す
。 

ま
ず
は
江
ノ
電
で
由
比
ヶ
浜
駅
へ
。
歩

い
て
五
分
程
で
海
岸
に
出
ま
す
。
材
木
座

る
か
ら
稲
村
ヶ
崎
ま
で
望
め
る
広
々
と
し

た
海
岸
は
、
い
つ
も
爽
や
か
な
気
分
に
な

り
ま
す
。
海
岸
を
稲
村
ヶ
崎
に
向
か
っ
て

ぶ
ら
ぶ
ら
行
く
と
坂
ノ
下
エ
リ
ア
へ
。
小

さ
な
路
地
に
は
古
民
家
が
軒
を
重
ね
、
な

か
に
は
カ
フ
ェ
も
あ
り
ま
す
。
あ
っ
と
い

う
間
に
路
地
を
抜
け
る
と
、
そ
こ
は
極
楽

寺
坂
。
緑
深
い
道
は
海
か
ら
一
歩
入
っ
た

だ
け
と
は
思
え
な
い
景
色
で
す
。
鎌
倉
に

は
七
つ
の
切
通
し
と
言
わ
れ
る
史
跡
が
あ

り
こ
こ
は
そ
の
一
つ
。
鎌
倉
時
代
に
は
防

衛
の
要
衝
だ
っ
た
険
し
い
山
道
も
今
は
緩

や
か
な
坂
道
。
界
隈
に
は
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

の
ロ
ケ
地
に
も
な
っ
た
御
霊
神
社
や
江
戸 

 

さ
ん
ぽ
み
ち 

時
代
創
業
の
「
力
餅
屋
」
流
行
り
の
食
パ

ン
専
門
店
、
こ
だ
わ
り
の
食
品
が
楽
し
い

酒
屋
さ
ん
な
ど
古
い
も
の
新
し
い
も
の
が 

良
く
並
ん
で
い
ま
す
。 

 

坂
を
登
り
始
め
る
と
左
手
に
成
就
院

の
階
段
が
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
真
言
宗

の
古
刹
で
三
代
執
権
北
条
泰
時
の
建
立

で
す
が
、
紫
陽
花
と
海
が
望
め
る
お
寺
と

し
て
有
名
で
す
。
紫
陽
花
は
数
年
前
に
南

三
陸
町
へ
移
植
さ
れ
新
し
い
紫
陽
花
は

ま
だ
成
長
中
。
し
か
し
階
段
の
上
か
ら
さ

っ
き
来
た
由
比
ヶ
浜
が
一
望
さ
れ
登
り
の

キ
ツ
さ
も
癒
や
さ
れ
ま
す
。 

           

 

私
の
一
日
の
ス
タ
ー
ト 

茅
ヶ
崎
市 

尾
坂

お

さ

か 

シ
ゲ 

夏
は
五
時
、
冬
は
六
時
三
十
分
頃
少
し

暗
い
で
す
が
、
近
く
の
神
社
に
参
拝
に
出

掛
け
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
往
復
三
十

分
程
で
す
が
由
緒
あ
る
鶴
嶺
神
社
に
尽

き
ま
す
。 

 

一
〇
二
〇
年
頃
（
平
安
時
代
）
源
頼
義

が
東
国
征
伐
に
行
く
途
中
、
戦
勝
を
祈
願

し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

東
海
道
の
赤
い
大
き
な
鳥
居
か
ら
神

社
の
太
鼓
橋
ま
で
八
〇
〇
ｍ
の
松
並
木
、

樹
齢
百
年
の
大
銀
杏
は
江
戸
時
代
に
植

え
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
春
に

は
若
葉
が
そ
び
え
立
ち
、
秋
に
は
黄
色
の

絨
毯
を
敷
い
た
よ
う
な
境
内
。 

 

毎
朝
誰
よ
り
も
早
く
新
し
い
空
気
を
い

っ
ぱ
い
い
た
だ
き
一
日
の
無
事
を
祈
っ
て

帰
り
ま
す 

み
ん
な
の
広
場 

 

 

境
内
の
不
動
尊
像
は
ス
マ
ホ
の
待
ち

受
け
画
面
に
す
る
と
恋
愛
が
成
就
す
る
と

言
わ
れ
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
成
就
院

か
ら
極
楽
寺
ま
で
は
あ
と
少
し
。
坂
を
登

り
き
れ
ば
極
楽
寺
駅
と
赤
い
欄
千
が
可

愛
い
桜
橋
が
見
え
て
き
ま
す
。
橋
を
渡
れ

ば
す
ぐ
極
楽
寺
。
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
今
日

の
散
歩
は
終
わ
り
で
す
。 

 



 

 

 

 

 

 

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
経
験
を
糧
に
、
体
幹
＆
メ
ン
タ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ
て
、
次
回
の

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
向
け
て
、

自
己
ベ
ス
ト
更
新
は
も
ち
ろ
ん 

一
回
り

も
二
回
り
も
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
に
コ

ツ
コ
ツ
と
練
習
を
積
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

気
の
澄
ん
だ
中
、
走
る
気
持
ち
良
さ
を
満

喫
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
市
民
マ
ラ
ソ

ン
大
会
で
タ
イ
ム
短
縮
に
対
す
る
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
維
持
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
ん
な
中
で
友
人
の
紹
介
で
、
全
国
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
あ
る
こ
と
を
知
り

、
二
年
前
の
愛
媛
大
会
に
初
め
て
八
〇
〇

ｍ
競
走
と
一
五
〇
〇
ｍ
競
走
に
出
場
し

ま
し
た
。 

 

然
し
な
が
ら
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
や
重
圧

に
打
ち
負
か
さ
れ
、
残
念
な
が
ら
金
メ
ダ

ル
獲
得
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
て
、
神
奈
川
県
身
体
障
害
者

連
合
会
の
皆
様
を
は
じ
め
、
コ
ー
チ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
沢
山
の
方
々
に
出
会
い
、

素
晴
ら
し
い
ご
指
導
と
貴
重
な
体
験
を 

私
と
ス
ポ
ー
ツ 

藤
沢
市 

阿
部

あ

べ 

博 ひ
ろ

敏 と
し 

 

学
生
時
代
は
特
に
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い

た
わ
け
で
は
な
く
、
社
会
人
に
な
っ
て
あ

ら
、
週
末
と
夏
季
限
定
で
早
朝
に
サ
ー
フ

ィ
ン
を
楽
し
む
程
度
で
し
た
が
、
四
、
五

年
前
か
ら
会
社
の
健
康
診
断
結
果
で
二

年
連
続
引
っ
掛
か
っ
た
事
と
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
ブ
ー
ム
等
も
あ
り
、
周
二
回
の
朝
ラ
ン

ニ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
が
私
と
陸

上
競
技
の
出
会
い
で
す
。 

 

朝
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
始
め
て
、
最
初
は
す

ぐ
息
が
切
れ
て
歩
き
た
く
な
る
自
分
に 

負
け
そ
う
に
な
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し

た
が
、
今
は
楽
し
み
へ
と
変
わ
り
朝
の
空 

  

  

日
本
各
地
で
頻
発
す
る
深
刻
な
自

然
災
害
。災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て

来
ま
す
。 

 

近
年
は
、
異
常
気
象
な
ど
の
影
響

で
、
私
達
は
、
災
害
が
、
い
つ
起
き
て

も
お
か
し
く
な
い
状
況
に
身
を
置
い

て
い
ま
す
。 

 

私
達
が
住
ん
で
い
る
神
奈
川
県
で

も
、
「
首
都
直
下
地
震
・
東
海
地
震
」

な
ど
大
地
震
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、災
害
か
ら
自
分
や
家
族
身

を
守
る
た
め
、行
政
機
関
が
実
施
す
る

防
災
訓
練
や
、
町
内
自
治
会
等
が
実

施
す
る
防
災
訓
練
に
参
加
し
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
避
難

場
所
や
避
難
経
路
の
確
認
、避
難
に
か

か
る
時
間
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。 

編
集
委
員 

太
田

お

お

た 

富 と
み

弘 ひ
ろ 

 
 

こ
の
た
び
、
故
佐
藤
滋
子
様
（
綾
瀬

市
）よ
り
多
額
の
ご
寄
付
を
頂
戴
い
た

し
ま
し
た
。 

 

こ
こ
に
、故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 

(6) 第148号               身 障 か な が わ        令和元年 10月 15日 

編

集

室

か

ら 
 
<１０月> 
6日(日)  第64回神奈川県身体障害者福祉大会 

（横須賀市文化会館） 
12日(土)  第19回全国障害者スポーツ大会 
～14日(月) いきいき茨城ゆめ大会  （茨城県） 
14日(月)  視力部青年部ハイキング （真鶴半島） 
20日(日)  聴覚部ソフトバレーボール大会（県立平塚ろう学
校） 
24日(木)  肢体部役員会（県社会福祉会館） 
      身障かながわ編集委員会（県社会福祉会館） 
29日(火)   聴覚部高齢部社会見学（キリンビバレッジ湘南） 

 

<１１月> 
2日(土)  視力部バリアフリーフェスタ神奈川 

（横浜そごう） 
3日(日)   聴覚Go！デフワールド15 （綾瀬財務局） 
4日(月)   視力部団体役員研修会（未 定） 

10日(日)  視力部女性部学習会（座間市民体育館） 
15日(金)  県精神障害者スポーツ大会 

バレーボール競技会（大和スポーツセンター） 
24日(日)  視力部職業部研修会（平塚市福祉会館） 
30日(土)  県障害者スポーツサポーター養成講習会 
              （綾瀬市民スポーツセンター） 

 

<１２月> 
 1日(日)  県障害者スポーツサポーター養成講習会 
              （綾瀬市民スポーツセンター） 
       視力部青年部主催タンデム自転車を楽しむ会 
                   （横浜こどもの国） 
 1日(日)  肢体部研修会（伊豆潮風館） 
～２日(月) 
13日(金)  県精神障害者スポーツ大会ボウリング競技会 
                （湘南とうきゅうボウル） 
14日(土)  神奈川県障害者文化・芸術祭 
～15日(日)         （厚木市保健福祉センター） 
15日(日)  聴覚Go！デフワールド16 

（県聴覚障害者保健福祉センター） 
21日(土)  肢体青年部クリスマスの集い 
               （海老名市総合福祉会館） 
21日(土)  県障害者スポーツサポーター養成講習会 
～22日(日)          （相模原ギオンアリーナ） 
22日(日)  視力部青年部ボウリング大会・交流会（未定） 
 
<１月> 
12日(日)  聴覚部賀詞交歓会（県聴覚障害者福祉センター） 
      視力部成人を祝う会（厚木市） 
      第２回視力部団体長会議（厚木市） 
      視力部研修会（厚木市） 
15日(水)  肢体部女性部研修会及び部長会議 

（藤沢市民会館） 
21日(火)  聴覚部高齢部新春交歓会 
             （県聴覚障害者福祉センター） 
24日(金)  県障害者スポーツ大会 
       卓球競技会【精神障害者対象】 
           （シンコースポーツ寒川アリーナ） 
26日(日)   県障害者スポーツ大会 
     卓球競技会【身体・知的障害者対象】 
           （シンコースポーツ寒川アリーナ） 

 
※問い合わせ 電話：０４５－３１１－８７３６ 
          ０４５－３１１－８７４４ 
              [推進センター] 
        ＦＡＸ：０４５－３１６－６８６０ 
http://kanagawa-kenshinren.or.jp 
 

県身連事業予定 

こ
の
た
び
、
故
佐
藤
滋
子
様
（
綾

瀬
市
）
よ
り
多
額
の
ご
寄
付
を
頂
戴

い
た
し
ま
し
た
。 

 

こ
こ
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 


